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地域の身近な相談者
民生委員・児童委員改選

●詳しくは

市福祉部地域福祉課福祉総務係（・内線１１６５）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が

月
１
日
付
け
で
全
国

１２
一
斉
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員

人
、
主
任
児
童

９９

委
員
７
人
の
皆
さ
ん
が
下

表
の
と
お
り
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、

年

月

２５

１１

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

３０
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
相

談
に
応
じ
て
助
言
を
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
配

ご
と
な
ど
を
解
決
す
る
た

め
、
専
門
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
す

る
な
ど
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
主
任
児
童
委
員

は
、
地
区
の
子
ど
も
の
福

祉
に
問
題
に
つ
い
て
専
門

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
。

子
育
て
や
高
齢
者
の
介
護
、

健
康
・
医
療
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
生
活
の
中
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
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区
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地
域
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員

■民生委員・児童委員、主任児童委員の皆さん（敬称略）
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市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
の
確
保

の
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な
ど

の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
作
業
を
し
ま
す

朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
作
業
騒
音
へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中

の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
の
除
雪
へ
協
力
を

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
宅
地
内
な
ど
は
各
家

庭
で
除
雪
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
（
そ
の
と
き
は
、
路
面
が
凍
結
す

る
な
ど
危
険
で
す
の
で
、
道
路
に
雪

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ
た
め
に
雪

止
め
を
設
置
す
る
な
ど
の
安
全
対
策

も
お
願
い
し
ま
す
。

市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料

で
生
活
私
道
や
宅
地
周
辺
な
ど
の
除

雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
料
金
な
ど
は
左
の
表
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み

市
建
設
協
同
組
合

（


－

２
２
１
１
）
ま
で
。

７０

市
は
、
除
雪
し
た
雪
の
処
分
に
、

西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
市
指

定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
宅
を
持
っ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
雪
捨
て
場
所

下
の
地
図
を
参
照

■
利
用
時
間

▽
西
根
地
区（

）

午
前
９
時
～
午

後
４
時（

年
３
月

日

ま
で
）

２３

３１

▽
松
尾
地
区（

・

）

午
前
８
時

半
～
午
後
５
時

※

の
雪
捨
て
場
に
は
、
積
載
量
５

㌧
以
上
の
車
両
で
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

チ
ェ
ー
ン
な
ど
滑
り
止
め

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

民
間
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

本格的な冬の到来へ
除雪作業に理解と協力を

●詳しくは

市建設部建設課管理係（・内線２５１２）

指
定
の「
雪
捨
て
場
」
を
開
放

市
指
定
雪
捨
て
場
所

平舘地区・旧学校給食セ

ンター跡地

柏台二丁目緑地公園市道前森線敷地の赤川橋

付近

移動単価作業単価除雪車の規格機種

ホイルドーザ車（排土板）（ ）内は排土板の大きさ

１，５６０１，９６０３㌧（０.４立方㍍）

小型 １，６００２，０１０４㌧（０.５～０.６立方㍍）

１，６８０２，１００５㌧（０.８～０.９立方㍍）

１，９６０２，４５０７㌧（１.２立方㍍）

中型 ２，０１０２，５２０８㌧（１.３～１.４立方㍍）

２，２００２，８５０９㌧（１.５～１.７立方㍍）

３，１００３，９５０１３㌧（２.７立方㍍）
大型

３，６００４，５００１６㌧（３.０～３.２立方㍍）

ロータリー車（乗用タイプ）

１，９６０２，２７０３０馬力以下
小型

２，０１０２，６５０３０～４０馬力

２，３００２，９５０７２～８５馬力
中型

３，８００４，８００１２０～１３０馬力

４，８００６，０００１７５～１８０馬力大型

ロータリー車（手押しタイプ）

９３０１，１７０１０～１１馬力

小型 １，０６０１，３２０１２馬力

１，１１０１，３８０１５～１６馬力

■住宅周辺、生活私道の除雪サービス料

（１０分当たり、単位：円）

※この料金は、いずれも標準料金であり、地域や積雪の
状況、難易度により変更になる場合があります。


